
量子アニーリングマシンを利用した多数接続技術
6G時代に求められる多数接続性を量子のチカラで実現！

 【課題】6Gでは5G比最大10倍のデバイス接続密度が求められ
る。小サイズデータを送受信するIoTデバイス（ロボット含む）応用
の急速な増加が予想されているが、この応用では電波伝搬特性が
良好なsub-6帯利用へのニーズが高い。デバイス収容は可能？

 【提案】組み合わせ最適化計算が得意な量子アニーリングマシン
と、汎用計算が可能な古典コンピュータを併用する「量子アニーリ
ング支援型マルチユーザー検出手法」を考案（特許出願済）。

 【現状】複数デバイスが同一チャネルを同時に利用する上り回線非
直交多元接続における基地局での信号分離処理へ適用し、4デ
バイス時のオンライン信号分離実証[1]、 5G NR信号に対する
適用実証[2]、日本電気株式会社との共同研究を通じたベクト
ルアニーラ（VA）による実証[1,2]を実施。

過負荷MIMOにおける信号分離処理等、様々な劣決定問題への
本手法の応用。
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5G NR信号を用いた上り回線非直交多元接続時の信号分離実験結果
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量子アニーリング支援型マルチユーザー検出手法による信号分離原理検証
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